
2 立山町における安全・安心で活力あふれるまちづくりの推進（防災・安全） －

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 立山町

（H23当初） （H28末）

359 百万円

○事後評価の実施体制、実施時期

平成29年度

立山町において評価を実施

立山町のホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

A1　都市公園・緑地等事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円） 策定状況

1-A-2 公園 一般 立山町 直接 100 策定済

100

A2　地域住宅計画に基づく事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円） 策定状況

1-A-4 住宅 一般 立山町 直接 41 策定済

1-A-6 住宅 一般 立山町 直接 166 策定済

1-A-8 住宅 一般 立山町 間接 4 策定済

1-A-11 住宅 一般 立山町 直接 2 策定済
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立山町

立山町

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 都市公園施設の改築等　3公園

公営住宅等整備事業

公営住宅等ストック総合改善事業

住宅地区改良事業（空き家再生等推進事業）

住宅地区改良事業（空き家再生等推進事業）

公営住宅の長寿命化（4棟）

空家等実態調査

事業者

立山町

小計（都市公園・緑地等事業）

事業内容要素となる事業名

立山町

事業内容

　・耐震基準を満たさない住宅の建替や老朽化した住宅の外壁改修等により居住空間の安全性向上を図ります。

重点計画の該当

備考

備考

Ｄ

市町村名

百万円 0 百万円 ％11.4

公営住宅の改築（2棟） 立山町

0%

市町村名

Ｃ

交付対象事業

立山町

番号

46

立山町

事業者

立山町

立山町

50.0% 100.0%

100.0%

計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

安全・安心できる環境で暮らすことができるまちづくり

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値中間目標値

－

（H26末）

○建築物の耐震化を進め、災害に強いまちづくりを目指すこと

　・地震時に大規模な被害が想定される建築物の耐震化を進めることにより、人的・経済的被害の軽減を図ります。

○訪れやすい都市公園の維持を目指すこと

小計（地域住宅計画に基づく事業）

66.2%

○町営住宅入居者の生活空間の安全確保を目指すこと

要素となる事業名

　旧耐震基準・アスベスト含有町公共施設（改築、事業廃止等に伴う解体事業対象施設）におけるアスベスト除去実施率

　住みやすさ満足度

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

全体事業費

番号

405 百万円
（うち提案事業分0百万円）

Ａ

立山町

0%

（Ａ(提案分)＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

老朽危険建築物の除却支援

－Ｂ

社会資本総合整備計画（防災・安全）　　　事後評価書

事　後　評　価

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の時期

　・旧耐震基準の公共建築物内アスベストを適切に除去することにより、災害や解体時等のアスベスト飛散防止を図ります。

○アスベストを適切に除去し、近隣住民の安全性を確保すること

立山町における都市公園の安全・安心対策着手済みの公園数０公園から３公園にします。

住みやすさ満足度６６．２％（Ｈ２０）を７０．０％にします。

町営住宅屋根・外壁の老朽化対策改修完了棟数の割合を４３．７％（Ｈ２３）から１００％にします。

要緊急安全確認大規模建築物の耐震診断実施率を０％（Ｈ２５）から１００％にします。

旧耐震基準・アスベスト含有町公共施設（改築、事業廃止等に伴う解体事業対象施設）におけるアスベスト除去実施率を０％（Ｈ２３）から１００％にします。

都市公園安全・安心対策緊急支援事業が平成２５年
度までの事業のため

　立山町都市公園の安全・安心対策着手済み公園数 0公園 3公園

　・都市公園施設の安全性を向上させ、安全・安心な空間を提供するとともに、防災面の機能強化を図ります。

－

70.0%

43.7% － 100.0%

　要緊急安全確認大規模建築物の耐震診断実施率

　町営住宅屋根・外壁の老朽化対策改修率

効果促進事業費の割合

－

平成２６年度までに一部公共施設においてアスベス
ト除去実施済み（町単独事業）



A3　住環境整備事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円） 策定状況

1-A-7 住環境 一般 立山町 間接 20 策定済

1-A-9 住環境 一般 立山町 直接 20 未策定

1-A-10 住環境 一般 立山町 直接 6 策定済
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Ｃ　効果促進事業

C1　都市公園・緑地等事業効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

1-C-2 公園 一般 立山町 直接 30

小計 30

C2　地域住宅計画に基づく事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

1-C-4 住宅 一般 立山町 直接 16

小計 16

番号 一体的に実施することにより期待される効果

1-C-2

1-C-4

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

番号

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関する交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況 指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

事業実施期間（年度）

市町村名
事業実施期間（年度）

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容

1-A-8事業と併せて除却跡地を防災公園として整備することにより、中心市街地の防災力強化を図ります。

建築物の耐震診断（保育所3棟） 立山町

事業者

立山町

備考
（面積等）

要素となる事業名 事業内容

除却跡地整備 立山町

立山町

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果 備考

小計（住環境整備事業）

備考

市町村名事業者

立山町 住宅地区改良事業（空き家再生等推進事業）

市町村名

事業内容番号

番号

アスベスト除去（1棟） 立山町

備考

備考

備考

立山町

要素となる事業名

住宅・建築物安全ストック形成事業

住宅・建築物安全ストック形成事業

市町村名

耐震診断支援 立山町

立山町 住宅・建築物安全ストック形成事業

目標値と実績値
に差が出た要因

・事業の着実な実施により、目標値と実績値の差は生じなかった。

番号 事業者 要素となる事業名

立山町 都市公園：立山町総合公園 園内下水道整備

1-A-2事業と併せて防災拠点避難地である公園内トイレの下水道を整備することにより、災害時にも使用できる浄化槽と公共下水の連携を図り、防災機能を高めます。

最終目標値 70.0%（H28末）
目標値と実績値
に差が出た要因

・当初現況値の約1.05倍の水準を目標値として設定していたが、町民の多くから町の安全性に関して一定の評価を得られてい
　ることを鑑みると、町民からの評価が比較的低い買い物等を含めた住環境の利便性向上のための取組が充分に効果を発揮し
　なかったこと等により、最終実績値が目標値を下回る水準となる結果になったと考えられる。最終実績値 63.5%（H29）

最終目標値 100.0%（H28末）
目標値と実績値
に差が出た要因

・事業の着実な実施により、目標値と実績値の差は生じなかった。

最終実績値 100.0%（H28末）

立山町都市公園
の安全・安心対
策着手済み公園
数

住みやすさ満足
度

町営住宅屋根・
外壁の老朽化対
策改修率

要緊急安全確認
大規模建築物の
耐震診断実施率

旧耐震基準・アス
ベスト含有町公共
施設におけるアス
ベスト除去実施率

・都市公園（立山町総合公園、前沢中央公園、前沢２号公園）の公園施設の安全・安心対策を実施したことにより、公園施設の安全性や都市公園の防災機能が向上した。
・町営釜ヶ渕住宅の外壁等の改善及び町営芦峅寺住宅の建替を実施したことにより、入居者の居住空間の安全性が向上した。
・要緊急安全確認大規模建築物（ホテル立山、室堂ターミナル）の耐震診断を支援したことにより、建築物の耐震改修の具体化に向けた検討作業が始まった。
・旧耐震基準・アスベスト含有町公共施設（旧立山中央小学校、旧いきいき長寿センター）のアスベスト除去を実施したことにより、災害や解体時等のアスベスト飛散による周辺住民の健康被害を防止する
　ことができた。
・これらの事業を実施したことにより、安全・安心できる環境を底上げすることができたが、交通や買い物の利便性に対する町民からの低い評価が大きく影響し、町民の住みやすさ満足度は微減することと
　なった（自然環境や災害危険性の低さに対しては、町民より高評価）。

最終目標値 100.0%（H26末）
目標値と実績値
に差が出た要因

・事業の着実な実施により、目標値と実績値の差は生じなかった。

最終実績値 100.0%（H28末）

最終目標値 100.0%（H28末）
目標値と実績値
に差が出た要因

・事業の着実な実施により、目標値と実績値の差は生じなかった。

最終実績値 100.0%（H28末）

最終実績値

中間目標値 3公園（H26末）

3公園（H26末）



Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

　（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・立山町総合公園内トイレの下水道整備を実施したことにより、防災拠点避難地としての防災機能が向上した。
・特定空家等が防災公園として再生したことにより、地域の防災力強化や沿道景観の改善につながった。
・空家等実態調査を実施したことにより、新たな特定空家等を特定し対策を検討することができた。

・整備した公園施設や町営住宅ストックの持続的な機能維持を図るため、適切な時期に適切な措置を講じていく。
・近隣住民等の安全確保を図るため、新たに認定した特定空家等に対する適切な措置を講じていく。
・町民の住みやすさ満足度の向上を図るため、生活関連施設の充実をはじめとする住環境に関する施策を複合的に実施していく。



（参考図面）

計画の名称 立山町における安全・安心で活力あふれるまちづくりの推進（防災・安全）

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 富山県、立山町交付対象

　 効果促進事業

凡　 　 　 　 例

　 基幹事業

　 関連社会資本事業

　 公園

　 住宅


